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DADA：アフリカと日本の開発のための対話プロジェクト

Dialogue and Action for Development Alternatives in Africa and Japan

2007年活動報告

ジンバブウェ支援活動

2007年度は、４月23日～５月10日、８月～９月16日と二回のジンバブウェ出張を行った。

かねてより進行中であった、種保存庫は、４・５月訪問期間中に完成（会報５号で報告）。壁の補強について、追加支援を行ったが、セメント不足の状況や、地元の資源を活用するという視点から、平らな石を集めて、それを粘土で固めて補強するという方法に変更になった。
『種の保存』については、2002年の地球サミットにあわせた農民集会への参加支援時から注目してきたが、８・９月の訪問時には、その成果の一つである『種の品評会』がシャシェ、ジムトおよび周辺地域の農民を対象に開かれた（主催：AZTRECとCADEC、会場はシャシェ。会報６号で報告）

８，９月の訪問時に、AZTRECのかねてからの要望である、ウェブサイト立ち上げを支援することになった。（現在、詳細についてAZTRECと調整中）。

現在、ジンバブウェは、極端なインフレ、フィールドでのNGO活動停止など、政治的不安要素が多く、（電話、FAX、メールなどがつながらないこともあり）訪問時以外の連絡が途絶えがちであるが、2008年度も出来る限り訪問をして情報交換を継続していきたい。

日本国内活動
メディアウオッチプロジェクト
　2007年度の主な活動としては、まず、前年度の「アフリカ報道ジャーナリスト座談会」（2007年２月17日開催）を受け、その報告書が6月に完成、配布した。さらに６月30日に調布市市民活動支援センター内、「はばたき」スペースにて、「アフリカ報道ジャーナリスト」でパネリストを引き受けていただいたジャーナリストの一人、大津司郎さんをお迎えし、「アフリカ紛争を読み解く」と題した講演会を開催。約80名の方にご参加いただき、「メディアで得られる情報とは違う情報を得ることができた」などの評価をいただいた。（当日アンケートより）。

2007年12月には「あなたが選ぶアフリカ記事2007」を呼びかけ、35件の応募をいただいた。このアンケート結果をもとに、2008年２月16日　読者が見る「アフリカ報道座談会」を開催。参加者数は14名。パネリストは、ウィリー・トコさん、東京新聞のクリッパー篠崎節子さん、朝日新聞のクリッパーでDADA代表の尾関葉子、毎日新聞のクリッパーで事務局スタッフの佐藤由規の４人。小規模ではあったが、事前の資料等多くの参加者の方が内容について各自吟味してきていることもあり、パネリストだけでなく、参加者の方々からも示唆に富んだコメントをいただき、議論を行うことができた。また、新たに神奈川新聞と朝日小学生新聞が加わり、現在ウオッチしている新聞は、毎日新聞、東京新聞、朝日新聞（東京）、神奈川新聞、朝日小学生新聞、静岡新聞、新潟新聞、沖縄タイムス（データ更新休止中）である。（長野市民新聞と日経新聞は不定期）
めざせ、１％！運動
　2007年度も2006年度に引き続き、ブログを通しての活動を継続。2007年4月より、「めざせ、１％！」の同ブログの中に「地産地消」のカテゴリーをわけて掲載した。更新回数は、「めざせ、１％！」が36回、「地産地消」が14回で、合計50回。曜日の担当制は機能しなかったが、できるだけ更新を頻繁にしていこう、という年度はじめの目標は半ば達成したと思われる。また、11月10日、11日の両日、JICA沖縄（沖縄県浦添市）で開催された「国際協力・交流フェスティバル～チャッ！チャッ！いちゃりば　皆兄弟！」にブースを出展し、「教えて！あなたの沢山食べてる野菜・嫌いな野菜」アンケートを実施した。沖縄の在来野菜よりも外来野菜の人気が高く、アンケート結果は今後の「自給」を考えるヒントになったと思われる。
今後、各まち、各地域の人々の取り組み、あるいはスタッフと関係のある人からのつながりを有機的につなげ、さらに一人ひとりの活動が促進されるような仕組みづくりが必要かもしれない。一人でも多くの人が取り組む、という運動の広がりが今後の課題でもある。
会報

　会報は、2007年度は、年二回発行した。（８月９日、12月19日）で年二回の発行であった。2005年度に１回（11月26日）、2006年度（６月14日、11月８日）の発行を行ってきており、定期的に発行が可能になってきたことから、2008年度は、当初の目標である年４回の発行を目指したい。（今年度は既に４月20日、８月３日（予定）を発行）。また、内容についても、より多くの人に執筆してもらえるよう、体制などを整えていきたい。
広報、事務局
各講演、原稿執筆、研修参加などは以下の通り：４月14日えんがわファンド（活動報告）交流会（尾関）、５月20日アフリカフェスタ見学（廣内、尾関）、６月６日防衛大で講義（尾関）、８日FM調布出演（尾関）、９月２１日JICAつくばで講義（尾関）、10月28日から29日長野県原村での国際フェスティバルに参加（尾関）、11月12日多摩女性研究会（原稿執筆）（尾関）、15日、H１すみだに原稿執筆（尾関）、16日、30日フェリス女学院大学で講義（尾関）、１月７日朝日新聞ウェブサイト『モザイクアフリカ』に寄稿（尾関）、２月14日H1すみだで講演（尾関）。
この他、以前より継続している隔月刊『NPOマネジメント』誌（IIHOE　人と地球と組織のための国際研究所発行）の連載『アフリカNGO事情』に５回記事を執筆した。

その他、今年度より、尾関が、調布市の市民活動支援センター運営委員になり、運営委員会、センター主催の行事に参加している。
2007年度も昨年度と同様、調布と沖縄2ヶ所の事務局で連携をとりながら、総務を行った。事務局の会合などは以下の通り：
４月13日事務局会議（スカイプ）、15日事務局会議、20日大津さんとの講演事前打ち合わせ、６月１日会計ミーティング、１３日会計ミーティング、20日大津さんとの打ち合わせ、22日会計監査（小峯氏）、23日事務局会議（スカイプ）、30日総会（午後、大津さん講演会）、７月21日事務局会議、８月15日会報５号発行、10月26日会計ミーティング、11月27日事務局会議（スカイプ）、12月11日事務局会議、12月19日会報６号発行。

なお、今期より、決算を円建てと米ドル建ての二本建てで報告することとした。
